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               審   査   の   要   旨 
  
本論文の著者は、免疫毒性の一つである CRS に着目して、そのリスクを軽減するための方
法論を検討した。WBCA法を汎用的なリスク検出法として確立し、抗体医薬投与によるWBCA
法と PMBC 法の反応性の違いがサイトカイン産生細胞の違いによることを明らかにし、漸増
投与によるリスク回避の可能性を示した。いずれの成果も厳密に計画された実験的研究に基づ
いて提示されたものでありその学術的意義は大きい。近年多くの抗体医薬が開発されるなか、
本論文は、CRS リスク軽減のために、CRS の生物学的メカニズムの解明が重要であることを
指摘するとともに、リスク回避の具体的方法を提示したものであり、高く評価できる。 
令和２年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
